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１）

1

は
じ
め
に

一
昨
年
一
二
月
に
行
わ
れ
た
、
韓
国
の
翰
林
大
学
校
日
本
学
研
究
所
の
「
靖

国
」
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
一
九
五
〇
年
代
の
靖
国
神
社
遺
児
参

拝
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
そ
の
時
、
パ
ネ
ラ
ー
の
南
相
九
（
東
北
ア
ジ
ア
歴

史
財
団
）
さ
ん
よ
り
、
「
戦
前
朝
鮮
に
お
い
て
も
靖
国
神
社
遺
児
参
拝
が
あ

っ
た
。
そ
の
件
に
つ
い
て
、
韓
国
で
は
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
」
と
い

う
貴
重
な
情
報
と
示
唆
を
頂
い
た
。

そ
の
後
、
南
さ
ん
か
ら
、
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
の
検
索
サ
イ
ト

に
朝

１）

鮮
の
靖
国
遺
児
参
拝
の
情
報
が
一
部
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
教
え
て
頂
き
、
そ

こ
か
ら
、
私
の
戦
前
朝
鮮
に
お
け
る
靖
国
遺
児
参
拝
の
調
査
が
始
ま
っ
た
。

一
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
靖
国
遺
児
参
拝

一
九
五
〇
年
代
の
靖
国
遺
児
参
拝
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
遺
児
参
拝

を
踏
襲
し
て
い
た
。
戦
前
の
参
拝
は
、
恩
賜
財
団
軍
人
援
護
会
が
一
九
三
九

年
か
ら
一
九
四
三
年
ま
で
毎
年
一
回
ず
つ
行
っ
た
。
そ
れ
は
全
都
道
府
県
・

海
外
植
民
地
（
台
湾
、
朝
鮮
、
満
州
、
関
東
州
、
樺
太
等
）
に
及
び
、
総
計

一
万
八
千
人
の
戦
没
者
遺
児
が
靖
国
神
社
に
集
め
ら
れ
た
。

軍
人
援
護
会
は
一
九
三
八
年
に
皇
室
の
下
賜
金
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
軍
人

援
護
の
組
織
で
、
戦
没
者
の
遺
族
，
傷
痍
軍
人
な
ら
び
に
出
動
軍
人
の
家
族

等
に
対
す
る
物
心
両
面
に
わ
た
る
援
護
を
行
っ
た
。
一
九
四
三
年
の
第
五
回

参
拝
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
四
八
五
九
名
の
遺
児
が
参
加
し
た
。
一
九
四
四

年
か
ら
は
戦
局
の
悪
化
と
米
軍
の
空
襲
の
激
化
で
靖
国
神
社
参
拝
事
業
は
中

止
さ
れ
、
各
都
道
府
県
の
護
国
神
社
に
場
所
が
移
さ
れ
た
。
各
都
道
府
県
の

軍
人
援
護
会
は
児
童
の
参
拝
の
感
想
文
集
『
社
頭
の
感
激
』（
多
く
の
県
で

同
名
の
タ
イ
ト
ル
）
を
発
行
し
、
現
在
も
文
集
が
多
く
残
っ
て
い
る
。

第
一
回
か
ら
第
五
回
の
参
加
遺
児
数
に
つ
い
て
は
、
斉
藤
利
彦
著
『
「
誉
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斉
藤
利
彦
著
『
「
誉
れ
の
子
」
と
戦
争
～
愛
国
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
子
ど
も
た
ち
～
』（
中
央
公
論
新
社
）

2）

立
命
館
大
学
図
書
館
（
Ｏ
Ｉ
Ｃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
所
蔵

３）京
城
日
報
（
復
刻
版
）（
日
本
語
）
合
本
、
韓
国
教
育
史
文
献
研
究
院
刊

大
阪
府
立
図
書
館
所
蔵

４）大
阪
朝
日
新
聞
外
地
版
（
復
刻
版
）
の
う
ち
朝
鮮
版
（
日
本
語
）
合
本
、
ゆ
ま
に
書
房
刊

大
阪
毎
日
新
聞
外
地
版
（
復
刻
版
）
の
う
ち
朝
鮮
版
（
日
本
語
）
合
本
、
ゆ
ま
に
書
房
刊

2

れ
の
子
」
と
戦
争
～
愛
国
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
子
ど
も
た
ち
～
』

に
よ
る
と

2）

次
の
よ
う
に
な
る
。
大
量
の
戦
没
者
遺
児
が
靖
国
神
社
に
動
員
さ
れ
、
皇
国

主
義
と
軍
国
主
義
思
想
に
染
め
ら
れ
た
、
一
大
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
だ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。

第
一
回
（
一
九
三
九
年
）
一
三
二
四
人
（
『
高
知
県
軍
事
援
護
誌
』
軍

事
援
護
会
高
知
県
支
部
）

第
二
回
（
一
九
四
〇
年
）
三
一
九
一
人
（
『
社
頭
の
感
激
』
軍
事
援
護

会
山
口
県
支
部
）

第
三
回
（
一
九
四
一
年
）
三
八
二
一
人
（
『
社
頭
の
感
激
』
軍
事
援
護

会
茨
城
県
県
支
部
）

第
四
回
（
一
九
四
二
年
）
五
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
。
（
「
朝
日
新
聞
」
一

九
四
二
年
三
月
二
六
日
）

第
五
回
（
一
九
四
三
年
）
四
八
五
九
人
（
『
写
真
週
報
』
第
七
一
号
、

一
九
四
三
年
四
月
七
日
）

二
、
戦
前
朝
鮮
に
お
け
る
靖
国
遺
児
参
拝

戦
前
の
朝
鮮
に
お
い
て
、
戦
没
者
遺
児
の
靖
国
神
社
遺
児
参
拝
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
た
の
か
。
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
の
サ
イ
ト
に
、
戦
前
の
朝
鮮

総
督
府
の
官
報
的
役
割
だ
っ
た
「
毎
日
新
報
」（
言
語
は
朝
鮮
語
）
が
あ
り
、

「
毎
日
新
報
」
の
記
事
を
歌
手
で
俳
優
の
趙
博
さ
ん
に
翻
訳
を
し
て
も
ら
い
、

確
認
で
き
た
。
こ
の
翻
訳
は
資
料
と
し
て
最
後
に
つ
け
る
。
（
同
サ
イ
ト
に

は
「
朝
鮮
時
報
」
の
遺
児
参
拝
記
事
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
）
ま
た
立
命
館

大
学
図
書
館
（
Ｏ
Ｉ
Ｃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
に
、
こ
れ
も
総
督
府
の
機
関
紙
で

あ
っ
た
「
京
城
日
報
」（
言
語
は
日
本
語
）

、
大
阪
府
立
図
書
館
に
は
「
大

３）

阪
朝
日
新
聞
」「
大
阪
毎
日
新
聞
」
の
「
朝
鮮
版
」（
言
語
は
日
本
語
）
が
あ

る

。
遺
児
参
拝
情
報
に
つ
い
て
は
塚
崎
昌
之
（
立
命
館
大
学
非
常
勤
講
師
、

４）
日
本
近
現
代
史
）
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
以
下
は
こ
れ
ら
の
情
報

を
整
理
し
た
戦
前
朝
鮮
の
靖
国
神
社
遺
児
参
拝
の
実
態
で
あ
る
。

《
朝
鮮
靖
国
神
社
遺
児
集
団
参
拝
》

当
時
日
本
の
植
民
地
で
あ
っ
た
朝
鮮
に
お
い
て
も
、
一
九
三
九
年
か
ら
一

九
四
三
年
ま
で
五
回
に
渡
っ
て
、
日
本
人
と
朝
鮮
人
の
戦
没
者
遺
児
の
参
加



塚
埼
昌
之
「
朝
鮮
人
徴
兵
制
度
に
つ
い
て
一
、
二
」（
日
本
戦
没
学
生
記
念
会
『
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
一
五
二
号
、
一
五
三
号
）

５）

塚
埼
昌
之
「
戦
前
期
ー
靖
国
神
社
朝
鮮
遺
児
集
団
参
拝
の
概
要
」「
遺
児
靖
国
神
社
集
団
参
拝
：
朝
鮮
人
遺
児
コ
メ
ン
ト
・
作
文
」（
二
〇
二
一
年
四
月

６）四
日
、
第
二
四
四
回
一
五
年
戦
争
研
究
会
）

3

の
形
で
実
施
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
四
四
年
、
一
九
四
五
年
は
戦
局
の
悪
化

に
よ
っ
て
、
京
城
護
国
神
社
（
一
九
四
三
年
一
〇
月
創
建
）
に
戦
没
者
遺
児

が
参
拝
し
て
い
る
。

関
連
す
る
事
項
と
し
て
は
、
朝
鮮
に
お
け
る
徴
兵
制
度
の
実
施
が
あ
り
、

朝
鮮
人
兵
士
数
は
塚
崎
昌
之
「
朝
鮮
人
徴
兵
制
度
に
つ
い
て
」

に
よ
る
と

５）

次
の
通
り
で
あ
る
。
後
述
の
靖
国
参
拝
児
童
の
戦
死
し
た
父
に
軍
属
（
徴
用

工
）
が
出
て
く
る
の
で
、
こ
れ
も
含
ん
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
九
三
八
年
～
「
志
願
兵
制
度
」
実
施

二
万
七
千
名

一
九
四
四
年
～
「
徴
兵
制
度
」
実
施

一
九
万
名

＊
二
〇
二
一
年
四
月
に
行
わ
れ
た
、
一
五
年
戦
争
研
究
会
で
「
子
ど
も
た
ち

の
靖
国
～
戦
後
も
『
少
国
民
』
に
さ
れ
た
戦
争
遺
児
た
ち
～
」
を
報
告
し
た

が
、
以
下
は
そ
の
際
の
塚
崎
昌
之
さ
ん
の
サ
ブ
報
告

も
参
考
に
し
た
。

６）

（
概
要
）

・
小
学
校
五
年
生
、
六
年
生
の
戦
没
者
遺
児
が
対
象
。

・
二
重
橋
で
宮
城
参
拝
、
日
比
谷
公
会
堂
式
典
（
厚
生
省
・
軍
人
援
護
会
主

催
、
皇
后
か
ら
「
御
汶
菓
」
下
賜
）
、
靖
国
神
社
昇
殿
、
遊
就
館
見
学
、

東
京
観
光
（
明
治
神
宮
・
宝
物
館
・
海
軍
館
等
）。

・
朝
鮮
・
台
湾
遺
児
は
阪
神
観
光
（
伊
勢
神
宮
・
橿
原
神
宮
・
桃
山
陵
等
）

と
セ
ッ
ト
だ
っ
た
。

・
朝
鮮
人
遺
児
と
日
本
人
遺
児
は
一
緒
に
参
拝
し
た
が
、
玉
串
奉
奠
は
い
ず

れ
の
年
も
日
本
人
遺
児
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

●
第
一
回

一
九
三
九
年

・
一
名
の
み
参
加

日
本
人
男
子
（
田
代
勇
、
田
代
藤
太
郎
伍
長
の
息
子
、

小
学
校
六
年
生
）

・
こ
の
年
の
み
八
月
参
拝
。
七
日
に
拓
務
相
と
面
会
。

〈
新
聞
記
事
〉

「
九
段
の
対
面
に
感
激
の
上
京

田
代
君
健
気
に
語
る
」
（
大
阪
朝

日
南
鮮
版
、
八
月
五
日
）

「
小
磯
拓
（
務
）
相
か
ら
受
け
た
恩
情
と
感
激
の
記
念
の
色
紙

九

段
の
父
に
対
面
し
た
田
代
少
年
の
感
激
」
（
大
阪
毎
日
朝
鮮
版
、
八

月
八
日
）

「
け
ふ
遺
児
ら
社
頭
の
対
面

御
菓
子
伝
達
式
に
浅
香
宮
殿
下
台
臨

早
く
も
御
言
葉
賜
ふ
」（
京
城
日
報
、
八
月
六
日
）

●
第
二
回

一
九
四
〇
年

・
こ
の
年
か
ら
三
月
下
旬
に
変
更
。

・
八
名
（
男
子
三
名
、
女
子
五
名
）
、
内
二
名
が
朝
鮮
人
少
女
（
と
も
に
本

名
）、
父
は
軍
属
と
憲
兵
補
。

・
出
発
前
に
京
城
神
宮
参
拝
後
、
総
督
府
で
南
次
郎
総
督
が
激
励
。

・
参
拝
前
に
二
重
橋
前
で
「
皇
国
臣
民
の
誓
詞
」
を
力
強
く
叫
ぶ
。



4

・
参
拝
後
に
李
王
家
邸
を
訪
問
。

・
参
拝
参
加
者
八
名
（
朝
鮮
日
報
他
各
紙
、
二
月
一
七
日
）

平
壌
若
松
小
学
校
五
年
生
故
五
ノ
井
淀
之
助
少
佐
次
男

五
ノ
井
潔
君

釜
山
第
七
小
学
校
五
年
生
故
安
武
平
三
郎
中
尉
長
女

安
武
由
江
さ
ん

大
邱
東
雲
小
学
校
五
年
生
故
臼
井
道
通
中
尉
長
男

玉
木
道
實
君

全
羅
南
道
勝
湖
里
小
学
校
五
年
生
故
佐
藤
満
衛
少
尉
長
女
佐
藤
清
江
さ
ん

大
田
本
町
小
学
校
五
年
生
故
安
井
鐘
一
上
等
兵
長
男

安
井
茂
君

全
北
金
堤
小
学
校
六
年
生
故
谷
井
弥
吉
伍
長
長
女

谷
井
光
子
さ
ん

忠
北
青
徳
小
学
校
六
年
生
故
金
永
喆
軍
属
次
女

金
貞
淑
さ
ん

威
北
茂
山
南
小
学
校
六
年
生
故
李
珍
龍
憲
兵
補
三
女

李
姜
姫
さ
ん

〈
新
聞
記
事
〉

「
上
京
の
遺
児
部
隊
へ

総
督
さ
ん
が
暖
か
い
親
心

亡
き
父
に
代

わ
っ
て
激
励
」（
大
阪
朝
日
南
鮮
版
、
三
月
二
一
日
）

「
（
楠
木
）
正
行
に
劣
ら
ぬ
忠
義

お
父
さ
ん
に
お
誓
ひ

慈
父
の

よ
う
な
や
さ
し
い
総
督
の
訓
示
、
靖
国
の
八
遺
児
感
激
の
旅
へ
」（
大

阪
毎
日
朝
鮮
版
、
三
月
二
三
日
）

「
長
旅
の
疲
れ
吹
飛
ぶ

社
頭
対
面
の
喜
び
！

入
京
し
た
半
島
遺

児
代
表
」

（
京
城
日
報
、
三
月
二
五
日
）

「
九
段
の
社
頭
感
激
の
一
瞬

御
霊
呼
ぶ
柏
手

父
よ
、
見
て
く
だ

さ
い
。

遺
児
聖
な
る
対
面
」（
京
城
日
報
、
三
月
二
七
日
）

「
李
王
妃
殿
下
よ
り
有
難
き
お
言
葉

光
栄
に
八
遺
児
感
涙
」

（
大
阪
朝
日
南
鮮
版
、
三
月
二
八
日
）

●
第
三
回

一
九
四
一
年

・
一
三
名
（
男
子
九
名
、
女
子
四
名
）
、
内
一
名
が
朝
鮮
人
少
女
（
創
氏
改

名
・
康
本
光
淑
）
、
父
の
所
属
は
不
明
。

・
出
発
前
に
朝
鮮
神
宮
参
拝
、
朝
鮮
軍
司
令
部
・
総
督
府
等
を
訪
問

政
務
総
覧
が
激
励
「
（
楠
木
）
正
行
の
如
く
あ
れ
」

・
参
拝
前
に
拓
務
省
訪
問
、
拓
務
大
臣
が
激
励

〈
新
聞
記
事
〉

「
社
頭
対
面
に
胸
躍
ら
せ

半
島
の
遺
児
部
隊
東
上
」
（
大
阪
朝
日

南
鮮
版
、
三
月
二
五
日
）

「
秋
田
拓
相
に
招
か
れ

自
筆
の
色
紙
を
貰
ふ

社
頭
参
拝
前
に
喜

び
の
遺
児
た
ち
」

（
大
阪
毎
日
南
鮮
版
、
三
月
二
八
日
）

「
日
の
丸
の
旗
に
埋
も
れ
て
出
征
し
た
あ
の
時
の
姿
を
追
憶

お
父

さ
ん
～
う
る
む
瞳

遺
児
部
隊
九
段
に
社
頭
対
面
」
（
大
阪
朝
日
南

鮮
版
、
三
月
二
九
日
）

「
感
激
に
胸
轟
か
せ
て

英
霊
と
聖
な
る
対
面

靖
国
の
遺
児
・
け

ふ
晴
れ
の
参
拝
」

（
京
城
日
報
夕
刊
、
三
月
二
九
日
）

●
第
四
回

一
九
四
二
年

・
一
行
は
一
四
名
（
写
真
で
確
認)

。
名
前
が
分
か
る
の
が
一
〇
名
で
、
そ

の
内
訳
が
男
子
七
名
（
一
名

朝
鮮
人
）
、
女
子
三
名
に
な
る
。
残
り
の

四
名
は
名
字
の
み
分
か
る
者
（
名
字
だ
け
で
は
性
別
不
明
）
が
一
名
、
全

く
わ
か
ら
な
い
者
が
三
名
。
写
真
を
見
る
と
、
男
子
七
名
、
女
子
七
名
な

の
で
、
不
明
者
の
四
は
全
員
女
子
。
内
一
名
が
朝
鮮
人
男
子
（
創
氏
改
名

・
三
山
泰
乙
、
父
は
軍
属
で
通
訳
）。

・
出
発
前
に
朝
鮮
神
宮
参
拝
、
朝
鮮
軍
司
令
部
・
総
督
府
等
訪
問
。
朝
鮮
軍

司
令
部
・
政
務
次
官
が
激
励
。

・
参
拝
前
に
全
遺
児
、
皇
居
前
広
場
に
集
合
、
朝
鮮
部
隊
は
楠
木
正
成
像
前
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で
小
憩
、
そ
の
後
二
重
橋
正
面
へ
、
前
を
馬
上
の
東
條
英
機
が
会
釈
し
て

通
過
と
い
う
演
出
、
そ
の
後
天
皇
が
二
重
橋
に
姿
を
現
す
。

・
参
拝
後
の
李
王
家
邸
を
訪
問
、
夫
妻
参
列
、
李
王
が
言
葉
を
か
け
、
茶
菓

な
ど
を
与
え
る
。

〈
新
聞
記
事
〉

「
父
在
す
靖
国
の
杜
へ

遺
児
部
隊
第
一
陣
東
上
す
」
（
大
阪
朝
日

南
鮮
版
、
三
月
二
五
日
）

「
お
お
懐
か
し
の
お
父
様

社
頭
対
面
に
感
激
の
朝
鮮
遺
児
部
隊
」

（
大
阪
朝
日
北
鮮
版
、
三
月
二
五
日
）

「
長
途
の
疲
れ
も
忘
れ

目
を
か
が
や
か
せ
て

誉
れ
の
部
隊
入
京
」

（
大
阪
毎
日
南
鮮
版
、
三
月
二
六
日
）

「
皇
后
陛
下

靖
国
の
遺
児
に
御
紋
菓
下
賜
」
（
京
城
日
報
、
三
月

二
六
日
）

「

“
遠
路
よ
く
（
う
）
こ
そ
”

拓
務
省
で
勳
児
を
招
待
」
（
大

阪
毎
日
朝
鮮
版
、
三
月
二
七
日
）

「
二
重
橋
に
龍
顔
を
拝
す

竜
眼
を
誉
れ
の
半
島
遺
児
ら
感
涙
」（
京

城
日
報
夕
刊
。
三
月
二
八
日
）

「
人
情
首
相
と
少
年
」
（
京
城
日
報
、
三
月
三
一
日
）

●
第
五
回

一
九
四
三
年

・
九
名
（
男
子
五
名
、
女
子
四
名
）
、
内
一
名
が
朝
鮮
人
男
子
（
本
名
・
蔡

奎
範
）、
父
は
憲
兵
補
。

・
出
発
前
に
朝
鮮
神
宮
参
拝
、
総
督
府
等
を
訪
問
。

〈
新
聞
記
事
〉

お
父
さ
ん
に
負
け
る
な

板
垣
司
令
官

“
勳
児
”
を
激
励
（
大
阪

毎
日
南
鮮
版
、
三
月
二
三
日
）

「
『
お
父
様
来
ま
し
た
。
』
遺
児
ら
九
段
の
杜
で
背
伸
び
」
（
大
阪
朝

日
西
鮮
版
、
三
月
二
七
日
）

「
こ
の
栄
誉
を
忘
れ
る
な

本
庄
軍
司
保
護
院
総
裁
の
訓
話
」
（
大

阪
朝
日
、
三
月
二
八
日
）

「
今
ぞ
幽
明
相
見
ゆ
勳
の

“
父
と
子
”
“
あ
あ
お
父
さ
ん
だ
！
”

祈
る
姿
も
い
ぢ
ら
し
い

“
神
の
子
”

勳
児
部
隊
昇
殿
参
拝
」

（
大
阪
毎
日
、
三
月
二
八
日
）

●
一
九
四
四
年
、
一
九
四
五
年

京
城
護
国
神
社
に
参
拝

〈
新
聞
記
事
〉

「
靖
国
遺
児
上
京
参
拝
中
止

今
春
は
各
地
方
に
て
執
行
」
（
毎
日

新
報
、
一
九
四
四
年
三
月
八
日
）

「
二
七
日
に
昇
殿
参
拝

誉
れ
の
遺
児
京
城
に
集
ま
る
」

（
大
阪
朝
日
中
鮮
版
一
九
四
四
年
三
月
二
七
日
）

「
感
激
に
お
土
産
抱
え

誉
れ
の
遺
児
京
城
に
お
別
れ
」
（
京
城
日

報
、
一
九
四
四
年
三
月
三
〇
日
）

「
靖
国
遺
児
た
ち
昇
殿
参
拝

お
父
さ
ん
、
私
が
こ
こ
へ
参
り
ま
し

た

二
七
日
京
城
護
国
神
に
て
無
言
の
対
面
」
（
毎
日
新
報
、
一
九

四
五
年
三
月
二
〇
日
）

《
戦
中
朝
鮮
靖
国
遺
児
参
拝
：
日
本
人
・
朝
鮮
人
コ
メ
ン
ト
・
作
文
》

◎
第
一
回

一
九
三
九
年
八
月

▽
田
代
勇

慶
尚
南
道

小
学
校
六
年
生

故
田
代
藤
太
郎
伍
長

「
父
の
英
霊
と
靖
国
神
社
で
対
面
で
き
る
の
は
こ
の
上
も
な
い
歓
び
で
あ

り
、
お
と
う
さ
ん
も
さ
だ
め
し
喜
ん
で
下
さ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
立
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派
な
軍
人
と
な
り
お
父
さ
ん
の
志
を
つ
ぎ
お
国
の
た
め
に
尽
く
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
」
（
大
阪
朝
日
南
鮮
版

八
月
五
日
）

◎
第
二
回

一
九
四
〇
年
三
月

▽
五
ノ
井
清

平
壌
若
松
小
学
校
五
年
生

父
五
ノ
井
淀
之
助
少
佐

「
家
名
を
重
ん
じ
て
お
父
様
の
如
く
軍
人
と
な
っ
て
御
国
の
た
め
に
働

き
ま
す
。
お
父
さ
ん
ど
う
か
私
を
い
つ
ま
で
も
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
」（
大

阪
毎
日
朝
鮮
版
、
三
月
二
七
日
）

▽
安
武
由
江

釜
山
第
七
小
学
校
五
年
生
故
安
武
平
三
郎
中
尉

「
お
父
さ
ん
と
靖
国
神
社
で
お
会
い
す
る
日
を
お
母
さ
ん
と
毎
日
指
折
り

数
え
て
待
っ
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
に
会
っ
た
ら
お
父
さ
ん
が
戦
地
に

ゆ
か
れ
て
か
ら
の
色
々
な
こ
と
を
皆
お
話
し
て
聞
か
せ
る
の
で
す
。
お

父
さ
ん
も
ど
ん
な
に
喜
ぶ
で
し
ょ
う
。
」（
大
阪
朝
日
南
鮮
版
、
二
月
九

日
）

▽
金
貞
淑

咸
鏡
北
道
清
津
府
清
徳
小
学
校
六
年
生

父
軍
属
・
一
九
三

九
年
一
〇
月
一
四
日

死
亡
。

「
私
が
十
一
の
時
に
、
お
父
さ
ん
は
戦
争
に
行
き
ま
し
た
。
優
し
く
元

気
な
お
父
さ
ん
で
し
た
。
父
が
亡
く
な
つ
た
と
聞
か
さ
れ
た
時
は
随
分

泣
き
ま
し
た
が
、
も
う
す
ぐ
お
逢
ひ
出
来
る
の
だ
と
思
ふ
と
大
変
嬉
し

い
で
す
」
（
京
城
日
報
、
三
月
二
二
日
）

▽
李
善
姫

咸
鏡
北
道
茂
川
郡
茂
山
南
小
学
校
六
年
生

父
一
等
憲
兵
補

・
一
九
三
三
年
八
月
一
七
日
死
亡

「
父
は
私
が
小
さ
い
時
か
ら
御
国
の
た
め
に
働
い
て
ゐ
ま
し
て
、
余
り

お
家
に
ゐ
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
よ
く
判
ら
な
い
の
で
す
。
お
母
さ
ん

が
と
て
も
元
気
で
私
を
可
愛
が
つ
て
く
れ
ま
す
の
で
少
し
も
淋
し
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。
靖
国
神
社
に
お
参
り
し
た
ら
お
母
さ
ん
の
分
も
一
緒
に

拝
ん
で
来
る
積
り
で
す
」（
京
城
日
報
、
三
月
二
二
日
）

▽
金
貞
淑
・
李
善
姫

「
私
達
は
嬉
し
さ
と
幸
福
で
一
ぱ
い
で
す
、
朝
鮮
を
出
発
し
て
今
ま
で
皆

さ
ま
の
御
好
意
は
涙
ぐ
ま
し
い
ば
か
り
で
感
謝
の
言
葉
は
あ
り
ま
せ

ん
、
こ
れ
も
皆
お
父
さ
ん
の
お
蔭
で
す
、
お
父
さ
ま
は
私
た
ち
を
一
ば

ん
可
愛
が
つ
て
下
さ
つ
た
の
で
す
、
私
は
今
日
参
拝
し
て
「
お
父
さ
ま

御
安
心
下
さ
い
、
私
は
女
学
校
に
も
入
学
し
ま
し
た
、
今
か
ら
は
お
母

さ
ん
に
孝
行
し
て
仲
よ
く
暮
し
て
行
き
ま
す
。
お
友
だ
ち
も
皆
さ
ん
も

と
て
も
可
愛
が
つ
て
下
さ
い
ま
す
」
と
奉
告
し
ま
し
た
。
け
ふ
の
感
激

は
永
遠
に
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
」
（
大
阪
毎
日
朝
鮮
版
、
三
月
二
七
日
）

◎
第
三
回

一
九
四
一
年

▽
西
垣
武
雄

公
立
尋
常
小
学
校
五
年
生
、
陸
軍
一
等
兵
父
故
西
垣
亮
。

「
僕
の
お
父
さ
ん
は
い
い
お
父
さ
ん
で
し
た
。
お
父
さ
ん
の
こ
と
は
み
ん

な
憶
え
て
ゐ
ま
す
。
軍
服
姿
の
立
派
だ
っ
た
こ
と
、
出
征
す
る
と
き
の

美
し
か
っ
た
こ
と
、
昨
日
の
こ
と
み
た
い
に
憶
え
て
ゐ
ま
す
。
」（
京
城

日
報
、
三
月
二
四
日
）

▽
康
本
光
淑

平
安
北
道
公
立
尋
常
小
学
校
六
年
生

平
壌
西
門
高
等
女

学
校
入
学
。

「
一
日
も
早
く
お
父
さ
ん
に
お
会
ひ
し
て
光
淑
の
元
気
で
ゐ
る
こ
と
を
喜

ん
で
い
た
ゞ
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
」
（
大
阪
朝
日
南
鮮
版
、
三
月
二
六

日
）

「
待
ち
に
待
つ
た
社
頭
対
面
の
二
十
八
日
は
今
日
で
す
、
手
を
浄
め
口
を

す
ゝ
ぎ
静
か
に
昇
殿
し
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
の
い
ら
つ
し
や
る
と
こ
ろ

だ
と
思
つ
て
胸
が
ど
き
ど
き
し
て
来
ま
し
た
。
私
は
□
か
に
黙
祷
し
て

『
お
父
さ
ん
き
つ
と
偉
く
な
つ
て
お
国
の
た
め
に
尽
し
ま
す
、
私
が
男

に
生
ま
れ
な
か
つ
た
の
を
残
念
で
す
が
女
で
も
立
派
に
な
つ
て
お
国
の
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た
め
に
尽
し
ま
す
、
さ
う
し
て
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
を
安
心
さ
せ
ま
す
』
、

と
申
上
げ
る
と
お
父
さ
ん
は
、
に
こ
に
こ
と
笑
顔
を
見
せ
□
□
な
が
ら
『
し

つ
か
り
や
り
な
さ
い
、
お
父
さ
ん
は
□
□
（
靖
国
？
）
□
つ
て
ゐ
る
』
と
仰

有
る
や
う
な
気
が
し
ま
し
た
』
（
毎
日
新
報
夕
刊
、
三
月
三
一
日
）

◎
第
四
回

一
九
四
二
年

▽
五
ノ
井
和
夫

五
ノ
井
少
佐
遺
児

「
一
昨
年
は
兄
さ
ん
が
来
ま
し
た
。
今
年
は
僕
で
す
。
お
父
さ
ん
も
、
さ

ぞ
喜
ん
で
ゐ
て
く
だ
さ
る
で
せ
う
。
靖
国
神
社
参
拝
の
時
は
お
父
さ
ん

に
負
け
な
い
立
派
な
軍
人
に
な
り
ま
す
と
拝
む
つ
も
り
で
す
。
」
（
京
城

日
報
夕
刊
、
三
月
二
六
日
）

▽
青
木
秀
子

青
木
少
佐
遺
児

「
家
を
出
る
時
、
お
母
さ
ん
が
靖
国
神
社
で
お
父
さ
ん
に
お
会
い
し
た
ら

一
生
懸
命
勉
強
し
て
立
派
な
人
に
な
り
ま
す
と
、
申
し
上
げ
な
さ
い
と

言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
早
く
明
後
日
（
参
拝
日
）
に
な
れ
ば
よ
い
と
待

ち
遠
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
。
」（
京
城
日
報
夕
刊
、
三
月
二
六
日
）

▽
三
山
泰
乙

父
趙
奎
善
・
通
訳
・
一
九
三
九
年
「
北
支
」
で
死
亡
。

「
僕
の
お
父
さ
ん
は
通
訳
と
し
て
出
征
し
ま
し
た
が
、
昭
和
十
四
年
北
支

で
戦
死
し
ま
し
た
。
僕
は
お
父
さ
ん
の
や
う
に
立
派
な
皇
国
臣
民
に
な

つ
て
日
本
の
た
め
に
尽
す
覚
悟
で
す
。
」

（
京
城
日
報
夕
刊
、
三
月
二
六
日
）

「
私
は
遠
く
朝
鮮
か
ら
靖
国
神
社
ま
で
呼
ん
で
下
さ
つ
た
大
臣
様
や
大
将

様
に
お
礼
を
い
ひ
た
い
気
持
で
一
パ
イ
で
す
。
今
日
皇
后
陛
下
か
ら
お

菓
子
を
戴
い
た
の
も
皆
お
父
さ
ん
が
日
本
の
た
め
に
尽
し
た
か
ら
で
す

僕
も
明
日
靖
国
神
社
へ
行
つ
た
ら
〝
き
つ
と
立
派
な
日
本
人
に
な
り
ま

す
″
と
誓
ひ
ま
す
」（
毎
日
新
報
、
三
月
二
三
日
）

同
じ
紙
面
に
「
お
父
さ
ん
安
心
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
見
出
し
が
つ

い
た
長
い
文
が
あ
る
が
、
活
字
が
つ
ぶ
れ
て
ほ
と
ん
ど
読
め
な
い
。

た
だ
別
の
記
事
に
当
時
の
植
民
地
朝
鮮
の
状
況
が
う
か
が
え
る
「
童

謡
」
が
載
っ
て
い
た
の
で
紹
介
す
る
。（
毎
日
新
報
、
三
月
二
三
日
）

童
謡
「
ば
ん
ざ
ー
い
」

ナ
ム
・
テ
ウ
（
訳

趙
博
）

母
さ
ん
が
両
手
を
上
げ
て

『
バ
ン
ザ
ー
イ
』
す
れ
ば

赤
ち
ゃ
ん
も
両
手
を
上
げ
て

『
う
ー
』
と
言
い

父
さ
ん
が
両
手
を
上
げ
て

『
バ
ン
ザ
ー
イ
』
す
れ
ば

赤
ち
ゃ
ん
も
両
手
を
上
げ
て

『
う
ー
』
と
言
い

赤
ち
ゃ
ん
の
『
バ
ン
ザ
イ
』
は

『
う
ー
』
が
『
バ
ン
ザ
イ
』

◎
第
五
回

一
九
四
三
年



8

▽
村
上
辰
巳
、
好
巳
兄
弟

熊
本
県
八
代
郡
宮
原
国
民
学
校
五
年
生
。

「
確
か
に
父
上
の
声

双
生
児
の
遺
児
」
「
父
巳
義
伍
長
を
中
支
の

戦
線
で
失
っ
て
か
ら
五
年
、
そ
の
時
八
歳
の
頑
是
な
い
幼
児
で
あ
っ

た
兄
弟
は
い
ま
見
事
に
成
長
し
て
郷
里
で
母
き
よ
の
さ
ん
（
三
六
）

を
助
け
て
農
業
の
手
助
け
を
し
て
い
る
。」

兄
辰
巳
よ
り
「
『
私
た
ち
は
こ
ん
な
に
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
お
母
さ

ん
の
い
は
れ
る
こ
と
を
よ
く
き
い
て
勉
強
し
た
り
体
鍛
え
た
り
し
て

い
ま
す
。
ど
う
か
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
』
と
報
告
申
上
げ
ま
し
た
。

奥
の
方
で
お
父
様
の
喜
ば
れ
る
声
が
確
か
に
聞
こ
え
ま
し
た
。
」

弟
好
巳
よ
り
「
靖
国
神
社
で
頭
を
ぢ
っ
と
下
げ
て
拝
ん
で
ゐ
ま
す
と
、

父
が
『
好
巳
、
よ
く
来
た
、
家
は
み
ん
あ
元
気
に
暮
ら
し
て
ゐ
る
か
』

と
神
殿
の
奥
か
ら
声
を
か
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私
は
『
み
な
元
気

で
す
』
と
答
え
ま
し
た
。
（
後
略
）
」
（
朝
日
新
聞
南
鮮
版
、
三
月
三

〇
日
）

▽
蔡
奎
範

父
一
等
憲
兵
補

「
兄
さ
ん
が
中
学
に
行
く
や
う
に
な
り
、
ま
た
弟
が
国
民
学
校
へ
今

年
か
ら
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
そ
の
他
お
母
さ
ん
を
は
じ
め
皆

一
同
元
気
で
す
と
御
報
告
申
上
げ
ま
す
。
」

（
朝
日
新
聞
中
鮮
版
、
三
月
二
五
日
）

「
お
父
さ
ん
が
立
派
な
勲
章
を
戴
き
こ
ん
な
立
派
な
お
社
に
祀
ら
れ

た
だ
け
で
も
家
中
で
喜
ん
で
ゐ
ま
す
。
こ
の
た
び
は
畏
く
も
皇

后
陛
下
か
ら
御
下
賜
品
を
又
朝
香
宮
殿
下
か
ら
尊
い
お
言
葉
を

戴
き
思
は
ず
涙
が
出
ま
し
た
、
只
今
お
父
さ
ん
に
こ
の
こ
と
を

し
つ
か
り
御
報
告
し
て
立
派
な
皇
国
臣
民
に
な
る
と
お
誓
ひ
し

て
来
ま
し
た
。
」
（
京
城
日
報
夕
刊
、
三
月
二
八
日
）

「
こ
の
感
激
は
言
葉
に
も
紙
に
も
現
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
、
忠
君

愛
国
を
実
践
す
る
の
み
で
す
。
」

（
朝
日
新
聞
中
鮮
版
、
三
月
二
八
日
）

お
わ
り
に

朝
鮮
に
お
け
る
靖
国
遺
児
参
拝
を
調
べ
て
、
遺
児
参
拝
は
朝
鮮
人
の
遺
児

に
と
っ
て
大
変
残
酷
な
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
戦
前
の
場
合
、

対
象
は
国
民
学
校
五
、
六
年
生
で
あ
る
。
私
の
体
験
か
ら
言
っ
て
、
そ
の
時

点
で
は
日
本
国
家
が
遺
児
参
拝
に
何
を
狙
っ
て
い
る
か
が
分
か
ら
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
後
年
そ
の
政
治
的
意
図
を
認
識
で
き
た
時
、
ま
し
て
被
征
服
民

族
で
父
を
戦
争
で
殺
さ
れ
た
訳
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
屈
辱
感
、
怒
り
は
ど
れ

だ
け
大
き
い
か
、
想
像
し
て
あ
ま
り
あ
る
。
植
民
地
朝
鮮
で
展
開
さ
れ
た
靖

国
遺
児
参
拝
の
酷
薄
さ
を
痛
感
し
た
。

以
上
、
戦
前
朝
鮮
の
靖
国
神
社
遺
児
参
拝
に
つ
い
て
、
事
実
関
係
を
追
っ

て
き
た
が
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
い
く
つ
か
上
げ
る
。
戦
前
遺
児
参
拝
を

組
織
し
た
恩
賜
財
団
軍
人
援
護
会
が
植
民
地
、
特
に
朝
鮮
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
な
方
針
で
臨
ん
だ
の
か
を
調
べ
た
い
。
ま
た
朝
鮮
総

督
府
が
遺
児
参
拝
に
ど
う
関
わ
っ
た
の
か
を
調
査
し
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

さ
ら
に
、
遺
児
参
拝
体
験
者
の
人
数
が
少
な
く
、
高
齢
（
九
〇
歳
を
越
え
る
）
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で
あ
り
、
こ
れ
は
な
か
な
か
難
し
い
が
、
韓
国
研
究
者
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
、

朝
鮮
の
遺
児
参
拝
体
験
者
を
探
す
こ
と
を
追
求
し
、
聞
き
取
り
が
で
き
た
ら

と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
、
朝
鮮
遺
児
の
靖
国
神
社
参
拝
の
感
想
文
、
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
読
ん
で
、
非
常
に
気
に
な
っ
た
こ
と
は
朝
鮮
植
民
地
時
代
の
学
校
で
の

日
本
語
の
強
制
だ
っ
た
。
当
時
の
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
程
度
日
本
語
が
話
せ
、

書
け
た
の
か
。
学
校
で
の
日
本
語
の
強
制
の
実
態
、
強
制
に
対
し
て
の
子
ど

も
や
親
の
抵
抗
の
実
態
に
つ
い
て
、
こ
の
領
域
は
先
行
研
究
の
蓄
積
が
あ
る

の
で
、
詳
し
く
知
り
た
い
と
思
っ
た
。

ວ
ఔ
ڷ
Ȯຩ
ߐ
ۉ
ۀ
ђ
ສ
൏
Ы
ಓ
̙
ΰ
ن

ɿ
ຨ

翻
訳

趙
博

（
『
毎
日
新
報
』
昭
和
十
八
年
三
月
二
八
日
）

皇
后
陛
下
御
下
賜
品

靖
国
遺
児
た
ち
に
伝
達
式

厳
粛
に
挙
行

【
東
京
電
話
】
靖
国
神
社
の
社
殿
に
於
い
て
、
我
が
父
・
我
が
兄
の
忠
魂
と

対
面
す
る
遺
児
た
ち
の
光
栄
な
る
日
―
畏
れ
多
く
も
皇
后
陛
下
の
御
下
賜
品

伝
達
式
と
、
朝
香
総
裁
宮
殿
下
の
ご
後
援
を
受
け
た
軍
人
援
護
会
『
第
五
回

遺
児
靖
国
神
社
参
拝
式
典
』
は
、
第
五
回
『
遺
児
の
日
』
の
初
日
午
前
一
〇

時
三
〇
分
と
午
後
一
時
三
〇
分
の
二
回
に
分
け
て
、
東
京
日
比
谷
公
会
堂
に

て
厳
守
に
も
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。
同
日
午
前
に
挙
行
さ
れ
た
第
一
回
式
典

で
は
、
朝
鮮
の
二
六
各
道
府
県
か
ら
参
詣
し
た
遺
児
部
隊
を
は
じ
め
、
東
条

陸
軍
大
臣
、
小
泉
厚
生
大
臣
、
奈
良
軍
人
援
護
会
長
ら
が
列
席
す
る
な
か
『
皇

后
陛
下
御
下
賜
品
伝
達
式
』
が
午
前
一
〇
時
半
に
開
式
し
た
。

ま
ず
宮
城
遙
拝
を
し
た
後
、
陸
軍
戸
山
学
校
軍
楽
隊
の
伴
奏
で
国
歌
斉
唱
、

『
海
ゆ
か
ば
』
を
吹
奏
し
た
後
、
小
泉
厚
生
大
臣
か
ら
御
下
賜
品
を
伝
達
す

る
旨
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、
続
い
て
、
賜
っ
た
お
菓
子
が
小
泉
大
臣
の
手
か
ら

遺
児
代
表
・
小
松
眞
一
（
福
島
県
）
君
に
渡
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
満
場
い
っ

ぱ
い
の
遺
児
た
ち
の
清
ら
か
な
両
眼
は
、言
葉
に
な
ら
な
い
感
激
で
輝
い
た
。

続
い
て
、
小
泉
厚
生
大
臣
、
東
条
陸
軍
大
臣
、
島
田
海
軍
大
臣
、
本
庄
軍
事

保
護
院
総
裁
か
ら
順
に
温
情
に
満
ち
た
激
励
の
お
言
葉
を
賜
り
、
光
栄
に
胸

躍
ら
せ
る
遺
児
た
ち
を
代
表
し
て
小
松
君
が
力
強
く
答
辞
を
述
べ
た
。
伝
達

式
が
終
わ
り
、
続
い
て
午
後
一
時
か
ら
軍
人
援
護
会
『
第
五
回
遺
児
靖
国
神

社
参
拝
式
典
』
に
入
っ
た
。

朝
田
総
裁
宮
閣
下
に
は
、
奈
良
会
長
以
下
軍
人
援
護
会
会
員
の
奉
迎
の
も

と
会
場
に
入
場
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
国
歌
斉
唱
の
あ
と
畏
れ
多
く
も
総
裁
宮

閣
下
に
お
か
れ
て
は
全
遺
児
た
ち
に
対
し
て
「
君
た
ち
の
元
気
な
顔
を
見
て

嬉
し
い
。
畏
れ
多
く
も
皇
后
陛
下
の
御
下
賜
品
を
い
た
だ
い
て
、
皇
恩
の
有

り
難
さ
に
感
激
し
た
こ
と
と
信
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
喜
び
を
賜
る
の
は
、
ひ

と
え
に
君
た
ち
全
員
の
父
君
が
天
皇
陛
下
の
た
め
に
命
を
捧
げ
た
お
か
げ
で

あ
る
。
君
た
ち
も
、
皇
恩
に
奉
応
た
て
ま
つ
り
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
克
服
し
、

大
東
亜
戦
争
を
勝
ち
抜
か
ね
ば
な
ら
な
い
』
と
の
、
有
り
難
い
お
言
葉
を
述

べ
ら
れ
た
。
遺
児
代
表
・
小
柳
安
彦
（
福
岡
市
高
宮
国
民
学
校
五
年
生
）
君
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は
感
激
に
満
ち
た
言
葉
で
奉
答
し
、
奈
良
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
同
会
長
の
発

声
で
聖
寿
万
歳
を
奉
唱
し
て
一
同
敬
礼
、
殿
下
に
は
ご
退
場
、
一
旦
ご
帰
還

な
さ
れ
た
。
こ
の
二
つ
の
式
典
は
午
前
一
一
時
に
終
わ
り
、
全
て
が
終
了
し

た
。そ

し
て
、
午
前
の
式
典
に
参
列
し
た
遺
児
部
隊
は
昼
食
を
終
え
て
解
散
、

朝
鮮
、
台
湾
、
樺
太
、
関
東
州
、
北
海
道
、
沖
縄
、
鹿
児
島
、
長
崎
、
宮
崎
、

大
分
、
青
森
、
熊
本
の
一
三
支
部
だ
け
が
貸
し
切
り
列
車
で
九
段
へ
と
向
か

い
、
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
順
次
、
待
ち
に
待
っ
た
昇
殿
参
拝
を
行
っ
た
。

一
方
、東
宝
劇
場
で
午
前
を
過
ご
し
た
山
形
以
下
二
六
支
部
の
遺
児
た
ち
は
、

昼
食
を
終
え
た
後
に
徒
歩
で
日
比
谷
公
会
堂
へ
赴
い
て
、
午
後
一
時
三
〇
分

か
ら
午
前
と
は
異
な
る
両
式
典
に
参
列
し
、
御
下
賜
品
伝
達
式
の
代
表
は
永

田
喜
也
（
大
阪
階
行
社
学
園
五
年
生
）
君
が
、
援
護
会
式
典
の
代
表
は
田
崎

貞
夫
（
秋
田
県
柚
北
部
峯
吉
川
国
民
学
校
五
年
生
）
君
が
、
そ
れ
ぞ
れ
答
辞

と
奉
答
を
述
べ
た
。

本
庄
総
裁
訓
話

【
東
京
電
話
】
本
庄
軍
事
保
護
員
総
裁
は
二
七
日
、
遺
児
部
隊
に
対
す
る
皇

后
陛
下
御
下
賜
品
伝
達
式
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
訓
話
を
さ
れ
た
。

皆
さ
ん
が
今
か
ら
靖
国
神
社
に
参
拝
し
て
、
神
と
な
ら
れ
た
父
君
を
参
拝

す
る
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
皇
室
に
お
か
れ
て
は
常
に

皇
国
の
花
と
散
ら
れ
た
勇
士
の
体
に
深
く
思
い
を
致
さ
れ
て
、
様
々
な
ご
慈

愛
を
賜
ら
れ
、
皇
后
陛
下
に
お
か
れ
て
は
こ
の
度
特
に
お
菓
子
を
御
下
賜
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
私
に
と
っ
て
も
、
皆
さ
ん

に
と
っ
て
も
、
共
々
畏
れ
多
い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
今
か
ら
靖
国

神
社
に
参
拝
し
て
神
殿
で
、
広
大
な
る
皇
恩
を
賜
っ
た
者
と
し
て
父
君
の
前

で
、
全
心
全
力
で
勉
学
に
励
み
立
派
な
国
民
と
な
っ
て
必
ず
父
君
の
遺
志
を

継
い
で
参
り
ま
す
、
と
誓
う
な
ら
ば
、
父
君
も
、
真
の
護
国
の
勇
士
の
息
子

だ
と
満
足
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
将
来
に
揺
る
ぎ
な
い
○
○
○
○
（
判
読
不
可
）
。

徹
底
し
て
戦
い
勝
利
し
て
、
皆
さ
ん
の
父
君
に
お
見
せ
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
お
母
さ
ん
の
教
え
を
よ
く
守
り
、
兄
弟
仲
良
く
過
ご
し
、
体
と
心
を

凛
々
し
く
保
っ
て
立
派
な
国
民
と
な
り
、
一
般
の
模
範
に
な
ら
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
う
し
て
こ
そ
、
広
大
無
辺
の
皇
恩
に
対
し
て
万
分
の
一
な
り
と
も

お
返
し
が
出
来
る
の
で
す
。
そ
れ
が
、
正
義
の
た
め
に
命
を
捧
げ
ら
れ
た
皆

さ
ん
の
父
君
へ
の
最
大
の
親
孝
行
に
な
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

小
泉
厚
相
訓
話

【
東
京
電
話
】
小
泉
厚
生
大
臣
は
二
七
日
皇
后
陛
下
の
御
下
賜
品
伝
達
式
で
、

遺
児
た
ち
の
畏
れ
多
い
光
栄
に
、
次
の
よ
う
に
訓
話
を
な
さ
れ
た
。

畏
れ
多
く
も
皇
后
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
皆
さ
ん
が
靖
国
神
社
に
参

拝
す
る
に
際
し
て
菓
子
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
広
大
無
辺
の
皇
恩
に
畏
れ
多

く
も
感
激
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。
英
霊
は
神
と
し
て
合
祀
せ
よ
と
の
命
に
よ

っ
て
天
皇
陛
下
の
治
配
に
浴
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
実
に
畏
れ
多
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
日
本
人
と
し
て
こ
れ
以
上
の
大
き
な
光
栄
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
も
、
亡
く
な
ら
れ
た
父
君
の
遺
志
を
継
い
で
、
成
長
し
た
暁
に
は
お
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国
の
為
に
よ
り
大
き
な
働
き
を
な
さ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
こ
れ
か
ら
戦
争

が
何
年
続
こ
う
と
も
、
い
か
な
る
艱
難
が
降
り
か
か
ろ
う
と
も
、
こ
の
大
東

亜
戦
争
を
闘
い
抜
き
、
戦
争
の
目
的
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
は
今
日
の
光
栄
と
感
激
を
胸
に
深
く
刻
ん
で
、
祖
父
母
と
母
君
に
孝
行

し
て
、
兄
弟
仲
良
く
、
勉
学
に
励
み
、
心
身
を
鍛
え
て
く
だ
さ
い
。
靖
国
の

神
の
息
子
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
立
派
な
日
本
人
に
な
っ
て
、
御
国
の
為

に
尽
力
さ
れ
る
こ
と
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

目
に
浮
か
ぶ
父
の
姿

遺
児
た
ち
感
激
の
対
面

靖
国
神
社
昇
殿
参
拝
の
第
一
日

【
東
京
電
話
】
三
月
二
七
日
は
、
全
国
の
遺
児
に
と
っ
て
は
生
涯
忘
れ
ら
れ

な
い
感
激
の
日
で
あ
る
。
遠
く
は
関
東
州
か
ら
、
北
は
樺
太
、
南
は
沖
縄
か

ら
上
京
し
、
式
典
に
参
列
し
た
名
誉
あ
る
遺
児
た
ち
の
中
に
朝
鮮
、
台
湾
、

樺
太
、
関
東
州
、
満
州
、
北
海
道
、
沖
縄
、
鹿
児
島
、
宮
崎
、
大
分
、
青
森
、

熊
本
遺
児
部
隊
一
三
三
六
名
は
、
午
後
一
時
に
厚
生
省
の
式
典
と
軍
人
援
護

会
の
式
典
を
終
え
て
、
す
ぐ
さ
ま
日
比
谷
か
ら
貸
し
切
り
の
市
電
一
二
台
に

乗
っ
て
九
段
下
で
降
り
、
こ
の
感
激
と
歓
喜
に
満
ち
た
胸
を
躍
ら
せ
な
が
ら

大
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
護
国
の
誓
い
固
く
父
・
兄
と
感
激
の
対
面
を
し
た
。
午

後
一
時
半
に
は
、
朝
鮮
、
台
湾
、
樺
太
、
関
東
州
、
満
州
各
支
部
の
一
団
が

ま
ず
昇
殿
参
拝
し
た
。
男
女
の
代
表
各
一
名
が
玉
串
奉
呈
を
す
る
の
に
合
わ

せ
て
、
社
殿
の
前
に
頭
を
垂
れ
て
礼
拝
す
る
遺
児
六
四
名
一
人
一
人
の
胸
を

満
た
す
限
り
な
い
喜
び
に
打
ち
震
え
な
が
ら
「
お
父
さ
ん
、
私
は
こ
の
よ
う

に
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
毎
日
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
一
生
懸
命
い
て
勉
強
し

て
い
ま
す
。
良
い
人
間
に
な
る
日
を
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
」
と
、
心
か
ら

父
に
力
強
く
呼
び
掛
け
る
遺
児
た
ち
の
目
に
は
慈
愛
に
満
ち
た
父
の
影
が
去

来
し
て
見
え
た
。
参
拝
を
終
え
て
各
支
部
ご
と
に
神
門
前
で
記
念
写
真
を
撮

り
、
遊
就
館
と
国
防
館
を
見
学
し
た
後
、
白
百
合
高
等
女
学
校
の
教
室
に
同

校
生
徒
約
五
〇
名
の
奉
仕
で
、
各
方
面
か
ら
限
り
な
い
感
謝
の
愛
情
溢
れ
る

記
念
品
を
受
け
取
り
、
感
激
的
な
社
殿
対
面
の
一
日
を
過
ご
し
た
。

勇
気
を
出
し
て
戦
っ
て
い
こ
う

東
条
首
相
が
後
世
に
託
す
訓
話

【
南
京
電
話
】
東
条
首
相
は
二
七
日
午
前
一
一
時
か
ら
の
靖
国
神
社
参
拝
記

念
式
典
で
、
大
勢
の
遺
児
た
ち
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
温
情
溢
れ
る
訓
話
を

さ
れ
た
。

皆
さ
ん
は
今
、
感
謝
に
満
ち
た
光
栄
に
、
図
ら
ず
も
深
い
感
激
を
禁
じ
得

な
い
と
こ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
光
栄
は
、
天
皇
陛
下
が
、
皆
さ
ん
の
父
君

が
果
た
さ
れ
た
忠
義
を
賞
賛
さ
れ
た
こ
と
と
同
時
に
、
皆
さ
ん
も
ま
た
、
父

君
に
負
け
な
い
よ
う
に
御
国
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
な
さ
い
と
畏
れ
多
く
も

命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
拝
察
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
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日
本
は
今
歴
史
上
未
曾
有
の
大
戦
争
中
で
す
が
、
一
般
国
民
も
軍
人
と
し
て
、

最
前
線
で
、
ま
た
銃
後
の
一
人
の
人
間
と
し
て
、
国
内
に
お
い
て
各
々
が
天

皇
陛
下
の
も
と
で
心
と
力
を
一
つ
に
集
め
て
鉄
の
塊
の
よ
う
に
な
り
敵
米
英

に
勝
つ
た
め
に
各
層
各
業
に
従
事
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
戦
争
は
、
大
人
だ
け
が
戦
っ
て
簡
単
に
結
末
に
な
る
容
易
い
戦
い
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
国
民
で
あ
る
皆
さ
ん
が
、
米
英
の
少
国
民
よ
り
遥
か
に

固
い
精
神
力
を
鍛
錬
し
て
健
全
な
精
神
を
作
り
、
立
派
な
知
徳
を
し
っ
か
り

と
持
ち
、
国
を
背
負
っ
て
戦
っ
て
こ
そ
、
勝
利
で
き
る
の
で
す
。
皆
さ
ん
の

頭
に
し
っ
か
り
と
刻
ん
で
欲
し
い
こ
と
は
、
第
一
に
皆
さ
ん
の
父
君
と
そ
の

家
族
が
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
恩
恵
を
皇
室
か
ら
受
け
て
い
る
か
と
言
う
こ
と

と
、
第
二
に
靖
国
神
社
の
護
国
の
神
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
父
君
が
、
い
つ

も
皆
さ
ん
の
立
派
な
成
長
を
神
社
の
中
で
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
る
と
言
う

こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
が
熱
心
に
勉
強
し
て
い
る
間
、
寂
し
い
と
き
、
あ
る
い

は
、
自
分
思
い
通
り
に
事
が
進
ま
ず
心
が
傷
つ
い
た
と
き
も
、
必
ず
靖
国
神

社
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
父
君
の
御
霊
に
思
い
を
馳
せ
て
く
だ
さ
い
。
す
る
と
、

慈
愛
深
い
目
で
諸
君
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
父
君
が
出
て
き
て
く
だ
さ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
諸
君
の
心
の
中
に
必
ず
や
勇
気
が
湧
い
て
き
て
、

寂
し
さ
と
落
胆
も
消
え
て
ゆ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
も
よ
く
知
っ
て
い

る
「
ビ
ル
マ
」
空
中
戦
で
壮
絶
な
戦
死
を
遂
げ
た
加
藤
少
尉
も
、
父
君
が
日

露
戦
争
で
戦
死
な
さ
い
ま
し
た
し
、
そ
の
他
に
も
、
今
大
戦
で
御
国
の
た
め

に
輝
か
し
い
武
勲
を
立
て
た
方
々
の
中
に
は
幼
い
頃
に
父
君
が
戦
死
な
さ
っ

た
気
の
毒
な
人
も
多
い
の
で
す
。
こ
の
人
た
ち
が
、
こ
の
よ
う
に
良
い
人
に

な
れ
た
の
も
、
今
、
私
が
言
っ
た
三
つ
の
こ
と
を
胸
深
く
刻
ん
で
、
父
親
が

い
な
く
て
も
、
ま
た
、
母
親
が
い
な
い
場
合
も
、
少
し
も
臆
す
る
こ
と
な
く

熱
心
に
勉
強
し
た
結
果
だ
と
信
じ
て
く
だ
さ
い
。
諸
君
も
心
を
一
つ
に
す
れ

ば
こ
の
よ
う
な
良
い
人
に
な
れ
る
の
で
す
か
ら
、
い
つ
も
先
生
の
教
え
を
よ

く
聞
い
て
、
熱
心
に
勉
強
し
て
、
お
母
さ
ん
の
言
い
つ
け
を
し
っ
か
り
守
り
、

こ
れ
か
ら
も
日
本
を
双
肩
に
担
う
良
い
日
本
人
に
な
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

尽
忠
報
国
の
決
意

英
霊
の
後
継
者
た
ち
の
強
固
た
る
覚
悟

【
東
京
電
話
】
南
は
沖
縄
、
ま
た
北
方
は
樺
太
か
ら
、
我
が
父
・
我
が
兄
が

眠
っ
て
い
る
帝
都
東
京
の
空
を
眺
め
る
全
国
の
遺
児
四
八
九
〇
名
幼
い
胸

は
、
靖
国
神
社
を
脳
裏
に
描
き
つ
つ
ど
れ
ほ
ど
こ
の
日
を
待
っ
た
こ
と
か
。

『
第
五
回
遺
児
の
日
』
は
、
二
七
日
を
初
日
に
二
九
日
ま
で
三
日
間
、
畏
れ

多
く
も
御
下
賜
品
を
下
さ
り
給
い
し
皇
后
陛
下
の
皇
恩
の
も
と
、
軍
人
援
護

会
を
中
心
に
帝
都
全
市
民
の
赤
誠
を
込
め
て
意
義
深
く
展
開
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
日
の
朝
、
市
内
五
〇
余
箇
所
の
各
宿
舎
を
出
た
遺
児
部
隊
は
、

午
前
八
時
三
七
分
全
員
が
宮
城
前
に
次
々
と
姿
を
見
せ
始
め
、
宮
城
を
奉
拝

す
る
全
遺
児
は
英
霊
の
後
継
者
と
し
て
の
誇
り
を
可
愛
い
顔
に
表
し
、
両
の

瞳
を
輝
か
せ
な
が
ら
、
援
護
会
会
長
奈
良
大
将
の
発
声
で
慶
寿
万
歳
を
叫
ぶ

尽
忠
報
国
の
決
意
も
固
く
、
お
父
さ
ん
、
お
兄
さ
ん
お
聞
き
く
だ
さ
い
と
ば

か
り
に
声
を
張
り
上
げ
て
唱
す
る
と
、
大
内
山
に
谺
が
静
か
に
響
い
た
。
そ

し
て
、
全
遺
児
五
二
支
部
は
二
手
に
分
か
れ
て
、
朝
鮮
以
下
二
六
支
部
は
式
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典
会
館
で
あ
る
日
比
谷
公
会
堂
へ
、
山
形
以
下
二
六
支
部
は
東
宝
劇
場
へ
そ

れ
ぞ
れ
向
か
い
、
初
日
の
日
程
に
入
っ
た
。

こ
の
感
銘
を
永
く
輝
か
せ
よ

朝
鮮
部
隊
の
子
ら
父
の
前
で
固
く
誓
う

【
東
京
支
社
電
話
】
全
国
四
八
九
〇
名
の
遺
児
た
ち
が
指
折
り
数
え
て
待
っ

て
い
た
こ
の
日
一
七
日
に
、
靖
国
の
父
と
の
待
ち
遠
し
か
っ
た
社
頭
対
面
が

深
い
感
激
の
な
か
で
行
わ
れ
た
。
午
後
一
時
三
〇
分
、
全
国
の
遺
児
部
隊
の

第
一
陣
が
ま
ず
昇
殿
参
拝
を
終
え
、
拝
殿
か
ら
降
り
て
き
た
我
が
半
島
遺
児

九
名
の
面
々
は
感
激
の
涙
に
濡
れ
な
が
ら
も
靖
国
の
子
と
し
て
こ
の
日
こ
の

時
の
感
銘
を
深
く
胸
に
刻
み
、
明
日
の
皇
国
を
双
肩
に
堂
々
と
担
う
決
心
を

固
め
た
。
ま
た
、
母
に
託
さ
れ
た
様
々
な
言
葉
や
話
を
も
、
お
そ
ら
く
謹
ん

で
神
殿
に
伝
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
日
、
我
が
半
島
の
遺
児
た
ち
は
午

前
九
時
に
宮
城
前
で
の
奉
拝
を
済
ま
せ
、
日
比
谷
公
会
堂
で
の
皇
后
陛
下
御

下
賜
品
伝
達
式
に
参
加
し
て
御
紋
菓
を
拝
受
し
た
後
、
昼
食
を
摂
っ
て
か
ら

靖
国
神
社
へ
と
向
か
っ
た
。
昇
殿
参
拝
の
一
五
分
前
、
数
千
の
一
般
参
拝
者

た
ち
が
温
か
い
黙
祷
を
捧
げ
る
中
、
遺
児
た
ち
の
先
頭
に
立
っ
て
靖
国
神
社

の
大
鳥
居
を
く
ぐ
っ
た
の
は
我
が
半
島
遺
児
部
隊
で
は
な
い
か
。

『
朝
鮮
』
と
青
く
染
め
抜
か
れ
た
旗
を
翻
し
て
先
頭
に
立
っ
た
の
は
、
四

九
〇
〇
余
遺
児
の
中
か
ら
特
別
に
選
ば
れ
た
蔡
奎
範
君
で
あ
っ
た
。
昇
殿
参

拝
は
、
男
子
遺
児
の
代
表
と
し
て
白
井
君
（
大
邱
東
雲
国
民
学
校
在
学
）
、

女
子
遺
児
代
表
と
し
て
楠
元
（
平
壌
山
手
国
民
学
校
在
学
）
嬢
が
、
順
に
玉

串
を
奉
呈
し
た
が
、
こ
の
立
派
な
軍
国
の
子
ら
は
胸
中
、
神
殿
で
ど
の
よ
う

な
言
葉
を
報
告
し
た
の
か
、
聞
い
て
み
よ
う
。

白
井
君
『
お
母
さ
ん
も
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
兄
さ
ん
（
大
邱
中

学
二
年
生
）
は
優
秀
な
成
績
で
進
級
す
る
こ
と
に
な
り
、
久
美
姉
さ
ん
も
国

民
学
校
三
年
に
進
級
い
た
し
ま
す
。
弟
の
武
も
男
ら
し
く
よ
く
遊
ん
で
い
ま

す
。
私
も
来
年
は
中
学
校
に
入
る
準
備
で
、
せ
っ
せ
と
勉
強
し
て
い
ま
す
』

蔡
奎
範
君
『
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
私

は
こ
の
春
に
京
畿
道
商
業
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
父
さ
ん

に
負
け
な
い
立
派
な
国
民
に
な
っ
て
、
天
皇
陛
下
に
尽
忠
報
国
奉
り
ま
す
。

ご
安
心
く
だ
さ
い
』

楠
元
庸
子
嬢
『
大
東
亜
戦
争
は
日
本
が
ど
ん
ど
ん
勝
っ
て
い
ま
す
。
お
母

さ
ん
、
お
爺
さ
ん
、
お
婆
さ
ん
も
皆
お
元
気
で
す
。
兄
さ
ん
（
平
壌
中
学
校

在
学
）
は
二
年
生
、
弟
・
良
明
は
国
民
学
校
四
年
生
。
私
も
お
母
さ
ん
の
仰

る
こ
と
を
よ
く
聞
い
て
、
せ
っ
せ
と
勉
強
に
励
ん
で
お
り
ま
す
』

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

写
真
は
（
上
）
朝
香
之
宮
殿
下
ご
臨
席
の
下
、
第
五
回
遺
児
靖
国
神
社
参
拝

式
で
奉
答
す
る
小
柳
安
彦
君
（
下
）
皇
后
陛
下
御
下
賜
品
伝
達
式
に
て
小
泉

厚
相
か
ら
下
賜
品
の
伝
達
を
拝
受
す
る
遺
児
代
表

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
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温
情
首
相
の
慈
愛

満
州
梁
川
敏
子
嬢
の
扶
助
料
を
周
旋

【
東
京
支
社
電
話
】
満
州
遺
児
部
隊
の
た
だ
一
人
の
半
島
出
身
遺
児
と
、
情

け
深
い
東
条
首
相
と
の
間
に
軍
国
美
談
が
生
ま
れ
た
。

忠
勲
の
遺
児
た
ち
が
父
親
と
社
頭
対
面
を
し
た
二
七
日
前
日
の
二
六
日
午

後
二
時
、
首
相
官
邸
を
訪
れ
た
満
州
遺
児
部
隊
と
ま
み
え
た
東
条
首
相
は
、

遺
児
た
ち
の
頭
を
一
人
一
人
撫
で
な
が
ら
『
お
母
さ
ん
は
お
元
気
で
す
か
、

お
兄
さ
ん
た
ち
も
勇
ま
し
く
仕
事
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
』
な
ど
と
温
か
い

言
葉
を
か
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
海
軍
服
を
着
た
少
女
の
前
で
立
ち
止
ま
り
、

腰
を
か
が
め
て
何
か
熱
心
に
訊
い
た
。

『
扶
助
料
は
も
ら
っ
て
ま
す
か
』
と
言
う
と

『
…
…
』

少
女
が
首
を
左
右
に
振
る
や

『
ほ
ー
、
こ
れ
は
全
く
い
け
な
い
こ
と
だ
』

と
首
相
は
、
す
ぐ
さ
ま
困
り
果
て
た
表
情
に
な
っ
た
。
こ
の
少
女
は
梁
川
敏

子
嬢
と
言
い
、
昭
和
一
一
年
父
・
梁
川
晩
錫
通
訳
官
が
戦
死
さ
れ
て
、
母
親

は
父
親
に
先
ん
じ
て
昭
和
九
年
亡
く
な
り
、
た
っ
た
一
人
の
幼
い
弟
（
国
民

学
校
五
年
）
と
共
に
祖
母
の
手
で
育
て
ら
れ
た
少
女
で
、
哈
爾
浜
高
女
二
年

に
在
学
中
で
あ
る
。

東
条
首
相
は
『
扶
助
料
が
届
い
て
い
な
い
の
な
ら
、
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
。

遺
児
の
数
が
あ
ま
り
に
も
多
い
か
ら
、
こ
う
い
う
失
敗
も
あ
る
の
だ
と
思
う
。

た
だ
の
一
人
で
も
○
○
○
、
話
に
な
ら
な
い
。
私
が
す
ぐ
に
調
査
し
て
送
る

よ
う
に
し
ま
す
』
と
敏
子
さ
ん
に
約
束
す
る
と
、
一
同
は
感
激
し
た
。

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

（
『
毎
日
新
報
』
昭
和
一
九
年
三
月
八
日
）

靖
国
遺
児
上
京
参
拝
中
止

今
春
は
各
地
方
に
て
執
行

【
東
京
支
社
電
話
】
毎
年
『
さ
く
ら
』
咲
く
四
月
を
期
し
て
行
わ
れ
る
靖
国

神
社
臨
時
大
祭
へ
の
遺
児
参
拝
は
今
年
の
春
で
六
回
目
を
迎
え
る
が
、
主
催

者
側
の
軍
人
援
護
会
で
は
戦
局
が
益
々
重
大
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
に
鑑
み

て
、
遺
児
た
ち
の
上
京
参
拝
を
中
止
し
、
代
え
て
、
来
た
る
二
七
日
各
地
方

の
軍
人
援
護
会
支
部
が
主
催
し
、
各
地
で
靖
国
神
社
参
拝
と
変
わ
ら
な
い
厳

粛
で
荘
厳
な
式
典
を
執
行
す
る
よ
う
に
決
定
し
た
。
同
日
九
時
を
期
し
て
宮

城
遙
拝
を
し
た
後
、
軍
人
援
護
会
支
部
の
式
典
の
後
に
護
国
神
社
参
拝
を
行

う
が
、
こ
の
式
典
は
、
ま
ず
援
護
会
長
の
告
辞
を
代
読
し
、
支
部
長
の
献
辞
、

遺
児
代
表
の
答
辞
で
終
わ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
援
護
会
支
部
管
内
に
護

国
神
社
が
所
轄
さ
れ
て
い
る
地
方
で
は
道
庁
所
在
地
の
護
国
神
社
に
参
拝

し
、
護
国
神
社
が
な
い
地
方
で
は
学
校
や
郡
庁
な
ど
適
し
た
場
所
に
祭
場
を

設
置
し
て
、
京
城
そ
の
他
の
支
部
で
も
こ
の
よ
う
な
式
典
と
し
て
、
同
日
を

厳
粛
に
迎
え
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
遺
児
た
ち
の
靖
国
神
社
昇
殿
参
拝
は

昭
和
一
四
年
夏
か
ら
始
ま
り
、
参
拝
者
は
各
々
、
国
民
学
校
五
六
余
名
、
高

等
科
一
二
余
名
、
中
等
学
校
一
二
余
名
が
一
五
、
六
歳
未
満
の
児
童
数
で
、
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今
年
の
遺
児
数
は
六
四
五
六
で
あ
る
。

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

（
『
毎
日
新
報
』
昭
和
二
〇
年
三
月
二
〇
日
）

靖
国
遺
児
た
ち
昇
殿
参
拝

お
父
さ
ん
、
私
が
こ
こ
へ
参
り
ま
し
た

二
七
日
京
城
護
国
神
社
に
て
無
言
の
対
面

毎
年
一
度
、
新
祭
神
の
遺
児
た
ち
が
靖
国
神
社
に
参
拝
し
て
い
た
意
義
深

い
行
事
が
今
年
も
中
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
参
拝
行
事
へ
の
参
列
が
決

ま
っ
て
い
た
朝
鮮
関
係
二
七
人
の
遺
児
た
ち
は
、
二
七
日
京
城
護
国
神
社
に

昇
殿
参
拝
し
、
新
祭
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
父
と
無
言
の
対
面
を
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
遺
児
達
は
二
五
日
に
京
城
に
集
ま
り
、
二
八
日
ま
で
の
四
日
間
明

治
町
一
丁
目
の
愛
国
寮
で
宿
泊
し
、
様
々
な
意
義
深
い
行
事
に
参
加
す
る
予

定
。
二
七
日
午
前
九
時
半
か
ら
は
、
総
督
府
第
一
会
議
室
に
て
開
か
れ
る
遺

児
に
対
す
る
御
下
賜
品
の
伝
達
式
に
参
列
す
る
が
、
こ
の
式
の
前
に
、
阿
部

総
督
、
板
垣
朝
鮮
軍
管
区
司
令
官
、
江
藤
政
務
総
監
以
下
軍
関
係
者
も
参
列

し
て
栄
誉
の
遺
児
た
ち
を
激
励
す
る
。
続
い
て
、
午
前
一
一
時
半
か
ら
護
国

神
社
に
て
昇
殿
参
拝
す
る
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

｜
軍
人
援
護
会
本
部
に
て
有
志
家
の
記
念
寄
付
を
受
け
付
け
ま
す
。
｜

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

こ
の
行
事
の
主
催
者
で
あ
る
軍
人
援
護
会
朝
鮮
本
部
で
は
、
遺
児
た
ち
を

真
に
歓
待
し
よ
う
と
準
備
中
で
、
遺
児
た
ち
を
慰
問
激
励
し
、
同
時
に
末
永

く
遺
児
達
が
記
念
品
と
し
て
所
持
で
き
る
品
物
が
あ
れ
ば
民
間
か
ら
の
寄
贈

も
募
っ
て
い
る
。
志
あ
る
人
は
、
総
督
府
社
会
課
に
申
請
さ
れ
た
し
。

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝


